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表l タップミノー、グッピー、メタカの比較
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ク,,ーの地との,_は紆し

"談釘より伎方にある。

尻'レが1本騎怜

大 介と りji,}jにあろ

足ビ'は色彩翌か

脊,,も同し

況ピ 9か,,プ., より如か,,,

州
に
か
け
て
の
地
域
で
あ
る
。

本
種
は
グ
ソ
ピ
ー
と
比
べ
る
と
低

水
温
に
強
く
（
表
面
に
う
す
氷
の
は

る
水
域
に
も
生
存
可
）
、
わ
が
国
で

は
一
九
一
六
年
台
溝
か
ら

移
入
さ
れ
て
以
来
、
関
東

以
西
の
各
地
で
生
存
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

和
名
は
カ
ダ
ヤ
ジ
（
蚊

絶
し
）
と
言
い
、
そ
の
名

の
と
お
り
ボ
ウ
フ
ラ
は
も

ち
ろ
ん
ミ
シ
ン
コ
な
ど
の

動
物
質
の
生
餌
を
好
ん
で

食
ぺ
る
e

そ
の
う
え
ア
カ

イ
エ
カ
、
チ
カ
イ
ニ
カ
な

ど
の
発
生
が
多
い
下
水
溝
、

汚
水
槽
の
よ
う
な
汚
水
に

も
強
く
、
メ
ダ
カ
の
住
め

な
い
よ
う
な
水
域
に
も
十

分
棲
息
す
る
こ
と
が
で
き

"謬"'ぽI尻ヒレは患も
同し

タ
ノ
プ
ミ
ノ
ー
は
熱
帯
魚
で
お
な

じ
み
の
グ
ッ
ピ
ー
と
同
じ
胎
性
メ
ダ

ヵ
科
の
淡
水
魚
で
、
原
産
地
は
北
米

南
部
の
テ
キ
サ
ス
州
か
ら
フ
ロ
リ
ダ

浜

雅

大

阪

府

衛

生

部

環

境

衛

生

課

ツ

ボ
ー
フ
ラ
退
治
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス

ミ
「
ノ
ー

昭

る
。
近
年
、
殺
虫
剤
に
よ
る
環
境
汚
染

が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
天
敵
利
用

に
よ
る
害
虫
駆
除
が
検
討
さ
れ
て
い

る
な
か
で
、
タ
ッ
プ
、
｀
、
ノ
ー
や
グ
ッ

ピ
ー
を
利
用
し
て
の
ボ
ウ
フ
ラ
駆
除

の
試
み
は
、
世
界
各
地
で
行
な
わ
れ

て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
各
地

で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
最
初
に
タ

ソ
プ
ミ
ノ
ー
に
よ
る
ボ
ウ
フ
ラ
駆
除

に
成
功
し
た
徳
島
市
で
は
一
九
六
八

年
、
東
京
か
ら
八

0
0
匹
の
タ
ソ
プ

ミ
ノ
ー
を
空
翰
、
そ
の
一
部
は
直
接
、

廃
田
、
下
水
溝
に
放
魚
し
、
一
部
は

池
に
二
次
放
魚
用
と
し
て
放
た
れ
、

こ
の
池
で
増
殖
し
て
随
時
、
湿
田
‘

廃
田
、
下
水
溝
等
に
放
魚
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
今
で
は
お
び
た
だ
し
い

数
に
繁
殖
し
、
従
来
か
ら
発
生
し
て

い
た
セ
ス
ジ
ャ
プ
カ
、
ア
カ
イ
エ
カ

な
ど
の
駆
除
に
多
大
の
効
果
を
あ
げ

て
い
る
。

大
阪
府
下
に
お
い
て
も
、
昨
年
か

ら
高
槻
市
の
農
業
用
水
路
て
徳
島
市

よ
り
ゆ
ず
り
受
け
た
タ
ッ
プ
ミ
ノ
ー

を
放
魚
し
て
お
り
、
本
年
の
ボ
ウ
フ

ラ
発
生
期
に
は
、
そ
の
効
果
が
あ
ら

わ
れ
る
も
の
と
大
い
に
期
待
さ
れ
て

い
る
。
な
お
ク
ッ
プ
ミ
ノ
ー
と
在
来
種
の

メ
ダ
カ
、
グ
ッ
ピ
ー
と
の
区
別
に
つ

い
て
は
表

l
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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